
ア

ＷＡ刈谷及びオアシス

パ

館刈 ・ＷＡ刈谷及びオ

ラ

アシス館刈
　谷での常

1

設展示ＰＲの実施 　谷

0

での常設展示ＰＲの実

6

施 　谷での常設展示Ｐ

2

Ｒの実施 　谷での常設

競

展示ＰＲの実施
・刈谷

技

駅南北連絡通路及び観

大

・刈谷駅南北連絡通路

会

及び観 ・刈谷駅南北連

推

絡通路及び観 ・刈谷駅

進

南北連絡通路及び観
　

係

光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施
・観戦動員の実施　15試合 ・観戦動員の実施　17試合 ・観戦動員の実施　24試合 ・観戦動員の実施

　国内最高レベルの試合を間近で観戦できる機会があることを多くの市民に周知することや、ホームゲームへの市民親子

成果
招待、トップアスリートによるスポーツ教室、中学校部活動部員等のホームゲームへの招待等を通して「する・みる・さ

さえる」というスポーツの多面性の中で、一市民一スポーツの推進を図ることができた。

・パートナー制度の趣旨や目的に対する各チームや母体企業の理解の深化

・事業推進における各チームを始めとする関係各所との連携の一層の強化
課題

・パートナーチームに所属しない個人競技者への支援のあり方についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 刈谷キラキラ教室実施回数（回） 3 8 10 8 8
指標
活動 学校派遣型刈谷キラキラ教室実施回数（回） 4 2 0 2 4
指標

　トップレベルの多くの競技に身近で触れ合うことができる、全国的にもあまり類を見ない本市のスポーツ
他市との 環境は、スポーツ振興を図る上で、本市の大きな強みとなっている。
比較検証

Ｄ
　
　

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

　

ス
　
ト

単位：千円
３年

Ｏ

度 ４年度 ５年度 ６年度

　

５年度

（決算） （決算

　

） （決算） （予算） 事

∧

業費内訳

事業費　① 1

　

,195 512 759

　

747 合計 758,7

実

70 円
報償費 10,

　

000 円

財
　
源

特定

　

財源 0 0 0 0 需用費 6

施

97,290 円
負担

　

金、補助及び

一般財源

　

1,195 512 75

∨

9 747 交付金 51,480 円

職員人件費　② 4,542 4,518 4,220 3,877

総事業費（①＋②） 5,737 5,030 4,979 4,624

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

令和６年

Ｐ
　
　
Ｌ
　

度

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

（

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

令

　
要

総合計画
分野 教育

和

文化

基本施策 スポーツ

５

施策体系
施策の内容 ス

年

ポーツを通じたまちづ

度

くり

目
　
　
　
的

　全国

評

で活躍するスポーツチ

価

ームの情報等を

主
た
る

）

内
容

○ホームタウンパ

刈

ートナー連絡会の開催

谷

（年3
市民に周知する

市

ことで、地域に親しま

事

れるチ 　回）
ーム作り

務

に寄与するとともに、

事

「みるスポー ○刈谷キ

業

ラキラ教室の開催
ツ」

評

の促進を図り、本市の

価

更なるスポーツの ○ホ

シ

ームタウンパートナー

ー

チーム啓発用リー
活性

ト

化に寄与する。 　フレ

（

ット等の作成
○ウィン

様

グアリーナ（ＷＡ）刈

式

谷等での啓発
　活動の

１

実施

位
置
づ
け

関連計画

）

第3次刈谷市スポーツ

会

マスタープラン

根拠法

計

令

対象者 市民、ホーム

名

タウンパートナーチー

担

ム 事業期間 平成２７年

当

度 ～

実施方法 ■直営　

部

□委託　□指定管理　

教

□補助・助成　□その

育

他

部

一般会計
ホーム

Ｂ
　
事
　
業
　
実

タ

　
績

３年度実績 ４年度

ウ

実績 ５年度実績 ６年度

ン

計画

・パートナー数　

パ

13チーム ・パートナ

ー

ー数　13チーム ・パ

ト

ートナー数　13チー

ナ

ム ・パートナー数　1

ー

2チーム
・連絡会の開

事

催　　　 3回 ・連絡

業

会の開催　　　 3回

担

・連絡会の開催　　　

当

 3回 ・連絡会の開催

課

　　　 3回
・刈谷キ

ス

ラキラ教室　 7回 ・

ポ

刈谷キラキラ教室　1

ー

0回 ・刈谷キラキラ教

ツ

室　10回 ・刈谷キラ

課

キラ教室　10回
・リ

款

ーフレット作成 ・リー

項

フレット、うちわ作成

目

・リーフレット、うち

担

わ作成 ・啓発物品の作

当

成
・市民だより等での

係

ＰＲ実施 ・市民だより

ア

等でのＰＲ実施 ・市民

ジ

だより等でのＰＲ実施

ア

・市民だより等でのＰ

・

Ｒ実施
・ＷＡ刈谷及び

ア

オアシス館刈 ・ＷＡ刈

ジ

谷及びオアシス館刈 ・
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評

令

価 評価の理由

　本市の

和

強み及び特性である様

６

々な競技で日本トップ

年

レベ
・法的業務

高い
ル

度

のチームやアスリート

（

が市内に数多く存在し

令

ている全国
必要性 ・市

和

民ニーズ、社会需要 的

５

にも恵まれたスポーツ

年

環境を活用した事業で

度

あり、地域
・市民生活

評

上必要である　など の

価

スポーツ振興や活性化

）

、本市の魅力発信のた

刈

めに必要性
の高い事業

谷

である。
　事業の実施

市

にあたって、パートナ

事

ーチームの理解の下、

務

・コストの節減、費用

事

対効果
高い

グッズや観

業

戦機会の提供、地域貢

評

献活動としての本市事

価

業
効率性 ・執行体制の

シ

効率性 への積極的な協

ー

力などをいただいてお

ト

り、協働による取り
・

（

手段の最適性　など 組

様

みとして、事業の効率

式

性、費用対効果は高い

２

と考えられ
る。
　住み

）

よいまちづくりや市の

会

魅力発信のための本市

計

の強み
・市が主体とな

名

って実施する
高い

や特

担

性を活用した事業であ

当

るため、市が主体的に

部

実施すべ
妥当性 　べき

教

事業であるか きである

育

。
・総合計画との整合

部

性　など

　第3次刈谷

一

市スポーツマスタープ

般

ランの施策として推進

会

を

施策への ・施策への

計

貢献度
高い

図っており

ホ

、「する、みる、ささ

ー

える」スポーツを通じ

ム

た
・目標達成度 魅力あ

タ

るまちづくりに貢献し

ウ

ている。
貢献度 ・市民

ン

サービスへの効果　な

パ

ど

今後の方向性 ■拡充

ー

　□現状維持　□改善

ト

・効率化　□縮小　□

ナ

終期設定　□休止・廃

ー

止

　第3次刈谷市スポ

事

ーツマスタープランで

業

は、施策のスポーツを

担

通じたまちづくりに位

当

置付けられ、恵まれた

課

スポーツ
環境を有する

ス

本市だからこそ実施で

ポ

きる特色のある事業で

ー

ある。本事業は、地域

ツ

のスポーツ振興や活性

課

化、本市の魅
力向上・

款

発信のために非常に有

項

益であると考えられる

目

ため、今後についても

担

各パートナーチームと

当

の連携の強化等を
図り

係

、事業の一層の充実を

ア

目指していく。

ジア・ア

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

ジ

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

ア

　
価
　
∨



2

安定した財源確保に努めていく必

要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 刈谷市スポーツ協会加盟人数（人） 11,837 11,486 10,895 13,000 13,000
指標

 
指標

公益財団法人・・・豊橋市・豊田市・小牧市・名古屋市・岡崎市・安城市
他市との ＮＰＯ法人・・・犬山市
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,150 4,550 5,300 5,205 合計 5,300,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,300,000 円

一般財源 6,150 4,550 5,300 5,205

職員人件費　② 6,814 6,776 5,755 5,815

総事業費（①＋②） 12,964 11,326 11,055 11,020

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

５

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　市民の健

度

全な心身の発展に寄与

評

することを

主
た
る
内
容

価

〇刈谷市長杯大会の開

）

催
目的に活動する刈谷

刈

市スポーツ協会に対し

谷

補 〇国民体育大会出場

市

選手の激励
助を行い、

事

本市における体育・ス

務

ポーツ団体 〇体育功労

事

者や優秀選手・チーム

業

等の表彰
を統括すると

評

ともに、市民スポーツ

価

の普及振
興を図る｡

位

シ

置
づ
け

関連計画 第3次

ー

刈谷市スポーツマスタ

ト

ープラン

根拠法令  

対

（

象者 刈谷市スポーツ協

様

会加盟団体 事業期間 昭

式

和３４年度 ～

実施方法

１

□直営　□委託　□指

）

定管理　■補助・助成

会

　□その他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事

一

　
業
　
実
　
績

３年度実

般

績 ４年度実績 ５年度実

会

績 ６年度計画

・刈谷市

計

長杯総合体育大会の ・

刈

刈谷市長杯総合体育大

谷

会の ・刈谷市長杯総合

市

体育大会の ・刈谷市長

ス

杯総合体育大会の
　開

ポ

催等 　開催等 　開催 　

ー

開催
・各種国際スポー

ツ

ツ大会等の ・各種スポ

協

ーツ大会等の誘致､・

会

国民体育大会選手壮行

補

会の ・親子スポーツ教

助

室の開催
　誘致に向け

事

た取組 　連携に向けた

業

取組 　開催
・親子スポ

担

ーツ教室の開催

　各種

当

事業を実施し、市民ス

課

ポーツの普及振興を図

ス

るとともに、スポーツ

ポ

少年団への補助やスポ

ー

ーツ振興事業開設補助

ツ

に

成果
よりジュニア育

課

成事業の一層の推進を

款

図り、本市の将来を担

項

う競技者の育成へと繋

目

げた。また、刈谷市と

担

協働しながら、

スポー

当

ツ大会等の誘致や連携

係

に向けた取組を行い、

指

「みる・ささえるスポ

導

ーツ」の普及に努めた

係

。

　本市における体育

1

・スポーツ団体の中心

0

的な組織として、継続

6

した活動を行うため、



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　スポーツに対

令

する市民ニーズが多様

和

化し、今後ますます
・

６

法的業務
高い

重要とな

年

る生涯スポーツを推進

度

するためには、個々の

（

スポ
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 ーツ団体

和

を育成支援し、あらゆ

５

るスポーツ分野の普及

年

振興
・市民生活上必要

度

である　など を図る協

評

会の活動に対し支援す

価

る意義は大きなもので

）

ある
と考えられる。
　

刈

適正な補助金を交付し

谷

、協会の自主運営及び

市

活発なスポ
・コストの

事

節減、費用対効果
普通

務

ーツ活動を促すことで

事

、本市のスポーツ活動

業

の振興が図ら
効率性 ・

評

執行体制の効率性 れる

価

。
・手段の最適性　な

シ

ど

　第8次刈谷市総合

ー

計画及び第3次刈谷市

ト

スポーツマスター
・市

（

が主体となって実施す

様

る
高い

プランにおいて

式

、クラブ・団体の育成

２

を重要施策として掲
妥

）

当性 　べき事業である

会

か げており、あらゆる

計

スポーツ分野に対応で

名

きる協会に施策
・総合

担

計画との整合性　など

当

の推進の一助となって

部

もらうことで、円滑な

教

スポーツ行政
の推進が

育

期待できる。
　第8次

部

刈谷市総合計画及び第

一

3次刈谷市スポーツマ

般

スター

施策への ・施策

会

への貢献度
高い

プラン

計

において、クラブ・団

刈

体の育成を重要施策と

谷

して掲
・目標達成度 げ

市

ており、あらゆるスポ

ス

ーツ分野に対応できる

ポ

協会活動は､
貢献度 ・

ー

市民サービスへの効果

ツ

　など 市民スポーツの

協

振興及び市民サービス

会

の提供に大きな効果
を

補

もたらしていると考え

助

られる。

今後の方向性

事

□拡充　■現状維持　

業

□改善・効率化　□縮

担

小　□終期設定　□休

当

止・廃止

　これまでの

課

活動を継続して進める

ス

とともに、より一層の

ポ

ジュニア育成事業の推

ー

進を図り、本市の将来

ツ

を担う競技者
の育成、

課

拡大に努める。また、

款

これらを強力に推進す

項

るため、今後の協会組

目

織の更なる強化を課題

担

として、調査、研
究を

当

実施する。

係 指導係

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

1

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

0

　
∨
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への推進員派遣　32回 ・地域への推進員派遣
・かきつばたマラソン等市主 ・かきつばたマラソン等市主 ・かきつばたマラソン等市主 ・かきつばたマラソン等市主
　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力
・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催

　地域のスポーツコーディネーターとして、一市民一スポーツの推進に寄与することができた。

成果
　支部会及び部会、企画委員会をそれぞれ毎月1回定例で開催することにより、スポーツ推進委員間の情報共有や交流促

進、連携強化等が図られ、事業等を円滑に実施することができた。

・スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得

・人口等に比した適切な人数の確保及び推進委員の高齢化への対策
課題

・委員の選定方法や報酬額についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） ― 48.1 ― 53.2 58.8
指標

 
指標

近隣市の推進委員の数及び委員1人あたりの人口（令和元年度：愛知県スポーツ局より）
他市との 　刈谷市50人／3,060人　
比較検証 　碧南市30人／2,400人　安城市57人／3,298人　知立市28人／2,471人　高浜市25人／1,920人

　岡崎市119人／3,252人 西尾市62

Ｄ

人／2,726人　豊

　

田市156人／2,7

　

31人　みよし市22

　

人／2,818人

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　

Ｃ

　

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

施

単位：千円
３年度 ４年

　
度 ５年度 ６年度 ５年度　

（決算） （決算） （決
∨

算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 331 806 4,065 4,890 合計 4,065,083 円
報酬 3,525,000 円

財
　
源

特定財源 0 30 0 0 旅費 284,440 円
需用費 110,900 円

一般財源 331 776 4,065 4,890 役務費 76,610 円
委託料 6,633 円

職員人件費　② 2,271 3,765 3,069 3,101 負担金、補助及び
交付金 61,500 円

総事業費（①＋②） 2,602 4,571 7,134 7,991

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ

６

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 ささえる人材の

５

育成

目
　
　
　
的

　地域

年

のスポーツ推進のため

度

に活動するスポ

主
た
る

評

内
容

○研修会等への参

価

加
ーツ推進委員の支援

）

を行うことで、スポー

刈

ツ 〇定例会議の開催
の

谷

機会を提供し、市民ス

市

ポーツの普及振興を ○

事

自主事業の開催
図る。

務

〇啓発冊子の発行
〇市

事

民の要望に応じた実技

業

指導の実施
〇学校、公

評

民館等の教育機関、そ

価

の他行政機
　関が行う

シ

スポーツ行事又は事業

ー

への協力

位
置
づ
け

関連

ト

計画 第3次刈谷市スポ

（

ーツマスタープラン

根

様

拠法令 スポーツ基本法

式

、刈谷市スポーツ推進

１

委員に関する規則

対象

）

者 市民、スポーツ推進

会

委員 事業期間 昭和３７

計

年度 ～

実施方法 ■直営

名

　□委託　□指定管理

担

　□補助・助成　□そ

当

の他

部 教育部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　

ス

実
　
績

３年度実績 ４年

ポ

度実績 ５年度実績 ６年

ー

度計画

・自主事業の開

ツ

催 ・自主事業の開催 ・

推

自主事業の開催 ・自主

進

事業の開催
　スポーツ

委

ふれあいｄａｙ　 　ス

員

ポーツふれあいｄａｙ

事

　 　スポーツふれあい

業

ｄａｙ　 　スポーツふ

担

れあいｄａｙ　
　ＧＯ

当

ＧＯウォーキング 　Ｇ

課

ＯＧＯウォーキング 　

ス

ＧＯＧＯウォーキング

ポ

　ＧＯＧＯウォーキン

ー

グ
　ノルディック・ウ

ツ

ォークス 　ノルディッ

課

ク・ウォークス 　ノル

款

ディック・ウォークス

項

　ノルディック・ウォ

目

ークス
　テーション　

担

　 　計11回 　テー

当

ション　　　　計18

係

回 　テーション　　　

普

　計19回 　テーショ

及

ン
・啓発冊子の発行　

係

　　4回 ・啓発冊子の

1

発行　　　 4回 ・啓

0

発冊子の発行　　 　

6

4回 ・啓発冊子の発行

2

・地域への推進員派遣　9回 ・地域への推進員派遣　19回 ・地域



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地域に密着したスポ

令

ーツ活動を活性化し、

和

生涯スポーツ
・法的業

６

務
高い

を推進するため

年

、市民の身近な立場の

度

推進役であるスポー
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 ツ推進委員の活

和

動は必要である。
・市

５

民生活上必要である　

年

など

　刈谷市スポーツ

度

推進委員協議会を組織

評

し、自主事業を行
・コ

価

ストの節減、費用対効

）

果
普通

うなど、市民の

刈

スポーツ推進に寄与し

谷

ている。
効率性 ・執行

市

体制の効率性
・手段の

事

最適性　など

　刈谷市

務

におけるスポーツの推

事

進のため、指導と助言

業

を行
・市が主体となっ

評

て実施する
普通

うとと

価

もに、地域と行政のパ

シ

イプ役あるいはコーデ

ー

ィネー
妥当性 　べき事

ト

業であるか トを行って

（

いる。
・総合計画との

様

整合性　など

　スポー

式

ツ推進委員の活動を促

２

進し、地域のスポーツ

）

振興

施策への ・施策へ

会

の貢献度
高い

施策の充

計

実を図っている。
・目

名

標達成度
貢献度 ・市民

担

サービスへの効果　な

当

ど

今後の方向性 □拡充

部

　■現状維持　□改善

教

・効率化　□縮小　□

育

終期設定　□休止・廃

部

止

　スポーツ推進委員

一

は、主体的で自立的な

般

コーディネーターとし

会

て役割を推進し、地域

計

をコーディネートしな

ス

がら、
市民と協働によ

ポ

る健康で豊かなスポー

ー

ツライフの実現を目指

ツ

していく。

推進委員

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

事

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

業

　
∨

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 普及係

10 6 2



6

活躍されている指導者

2

たちへの効率的、効果的な啓発や講座内容の選定の際のニーズの把握
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 スポーツリーダー養成講座修了者数 23 40 21 50 50
指標 （人）

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 44 40 40 134 合計 40,000 円
報償費 40,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 44 40 40 134

職員人件費　② 1,893 1,882 1,535 1,551

総事業費（①＋②） 1,937 1,922 1,575 1,685

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 スポーツ
施策

和

体系
施策の内容 ささえ

５

る人材の育成

目
　
　
　

年

的

　市民がスポーツ活

度

動に取り組み、継続で

評

き

主
た
る
内
容

○専門知

価

識や実績を有する講師

）

によるスポー
るよう、

刈

その推進役となるリー

谷

ダーを育成し､ 　ツリ

市

ーダー養成講座の開催

事

市民スポーツ活動の活

務

性化、継続化を図る。

事

位
置
づ
け

関連計画 第3

業

次刈谷市スポーツマス

評

タープラン

根拠法令

対

価

象者 市民 事業期間 平成

シ

７年度 ～

実施方法 ■直

ー

営　□委託　□指定管

ト

理　□補助・助成　□

（

その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業

当

　
実
　
績

３年度実績 ４

部

年度実績 ５年度実績 ６

教

年度計画

・スポーツリ

育

ーダー養成講座 ・スポ

部

ーツリーダー養成講座

一

・スポーツリーダー養

般

成講座 ・スポーツリー

会

ダー養成講座
　　開催

計

回数　1回（2コマ）

ス

　　開催回数　1回（

ポ

2コマ） 　　開催回数

ー

　1回（2コマ） 　　

ツ

開催回数　1回（2コ

リ

マ）
　 【講座メニュ

ー

ー】    【講座メニ

ダ

ュー】    【講座メ

ー

ニュー】
　　アスリー

養

トと指導者の心    

成

 子どもの心を掴む！

講

    アクティブ・

座

チャイル
　　の成長方

事

法 　　アクティブ・チ

業

ャイル     ド・プ

担

ログラム
　　ド・プロ

当

グラムを用いた    

課

 実践編！運動あそび

ス

・
　　運動指導    

ポ

 伝承あそびを使った

ー

楽し
    く遊べる

ツ

運動指導

　日々進歩す

課

る専門知識や最新のス

款

ポーツ科学を取り入れ

項

た研修機会を継続的に

目

提供することにより、

担

参加者のスポーツ

成果

当

リーダー、指導者とし

係

ての資質や知識の向上

普

に寄与することができ

及

た。

・スポーツリーダ

係

ー養成講座修了者を活

1

用する仕組みのさらな

0

る拡充

・実際の現場で



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民がスポ

令

ーツを継続するために

和

は、だれもが気軽に参

６

・法的業務
普通

加でき

年

るスポーツプログラム

度

の充実に加え、それを

（

適切に
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 指導す

和

る指導者が必要である

５

。
・市民生活上必要で

年

ある　など

　愛知教育

度

大学等の教育機関及び

評

ホームタウンパートナ

価

ー
・コストの節減、費

）

用対効果
普通

チーム等

刈

スポーツ関係団体と協

谷

働して、講座のメニュ

市

ー作
効率性 ・執行体制

事

の効率性 りから指導ま

務

で一環して行い、産官

事

学連携によりスポーツ

業

・手段の最適性　など

評

推進に努めている。

　

価

第3次刈谷市スポーツ

シ

マスタープランの施策

ー

として推進を
・市が主

ト

体となって実施する
普

（

通
図っており、プラン

様

に掲げる基本理念や基

式

本計画を実現す
妥当性

２

　べき事業であるか る

）

ために、市が主体的に

会

実施していく必要があ

計

る。
・総合計画との整

名

合性　など

　第3次刈

担

谷市スポーツマスター

当

プランの施策として推

部

進を

施策への ・施策へ

教

の貢献度
高い

図ってお

育

り、指導者の資質の向

部

上等に貢献している。

一

・目標達成度
貢献度 ・

般

市民サービスへの効果

会

　など

今後の方向性 □

計

拡充　□現状維持　■

ス

改善・効率化　□縮小

ポ

　□終期設定　□休止

ー

・廃止

　市民のスポー

ツ

ツ活動が多様化、高度

リ

化し、指導者へのニー

ー

ズも質･量ともに増大

ダ

しており、指導者には

ー

、豊かな人間
性、競技

養

の専門性、スポーツ環

成

境や条件の管理能力な

講

どが求められている。

座

　今後については、技

事

術指導だけでなく、ス

業

ポーツの多様な楽しみ

担

方の指導など、幅広い

当

マネージメントができ

課

る指
導者の育成に努め

ス

るとともに、講座のテ

ポ

ーマや回数について、

ー

現場の声やスポーツを

ツ

取り巻く時代の潮流等

課

も参考に
し、決定を行

款

っていく。

項 目 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

係

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

普

　
∨

及係

10 6



7回 　テーションの開催　9回 　一般参加者数　   137人 　※11月を除く
　一般参加者数　134人 　一般参加者数　  176人

　子どもから高齢者まで、多くの市民に、スポーツを始める、スポーツに親しむきっかけ作りを行うことができた。

成果
　ノルディック・ウォークステーションのアンケートによると、継続的に参加されている市民が多いことから、継続して

運動する場を提供することができた。

・スポーツをしていない人たちが、スポーツに対して興味・関心を持ち、スポーツ活動に参加したくなるような効率的、

　効果的な啓発
課題

・競技種目の継続実施を希望する方々に向けた、既存競技団体等への橋渡しや受け皿の確保

・効率的なイベント開催によるスポーツ推進委員の負担の軽減

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 スポーツふれあいｄａｙ等開催回数 10 17 18 19 19
指標 （回）
成果 スポーツふれあいｄａｙ等一般参加者数（人） 283 560 605 650 740
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事

Ｄ

業費内訳

事業費　① 2

　

00 76 200 200

　

合計 200,000 

　

円
委託料 200,00

Ｏ

0 円

財
　
源

特定財源

　

0 0 0 0

一般財源 20

　

0 76 200 200

職

∧

員人件費　② 1,74

　

1 1,506 1,53

　

5 1,551

総事業費

実

（①＋②） 1,941

　

1,582 1,735

　

1,751

建
設
事
業

全

施

体事業費（単位：千円

　

） 0 ５年度特定財源名

　

称

５年度までの累積事

∨

業費 0

７年度以降の事業費見込 0

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 スポーツ
施策体系

施

和

策の内容 スポーツ活動

５

プログラムの充実

目
　

年

　
　
的

　生涯スポーツ

度

の振興にあたり、ニュ

評

ースポ

主
た
る
内
容

〇刈

価

谷市スポーツ推進委員

）

協議会への委託に
ーツ

刈

を広く紹介することで

谷

、市民が手軽に楽 　よ

市

るスポーツふれあいｄ

事

ａｙ等の開催
しめる環

務

境づくりを推進する。

事

位
置
づ
け

関連計画 第3

業

次刈谷市スポーツマス

評

タープラン

根拠法令  

価

対象者 市民 事業期間 ～

シ

実施方法 □直営　■委

ー

託　□指定管理　□補

ト

助・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

３年度実績 ４年度実績

部

５年度実績 ６年度計画

教

・スポーツふれあいｄ

育

ａｙの ・スポーツふれ

部

あいｄａｙの ・スポー

一

ツふれあいｄａｙの ・

般

スポーツふれあいｄａ

会

ｙの
　開催　　　　　

計

　　　3回 　開催　　

ニ

　　　　　8回 　開催

ュ

　　　　　　　 8回

ー

　開催　　　　　　　

ス

 8回
　一般参加者数

ポ

　149人　 　一般参

ー

加者数　　384人　

ツ

　一般参加者数　　 

普

468人 　種目　ファ

及

ミリーバドミ　
　種目

事

　ノルディック・ 　種

業

目　ノルディック・ 　

担

種目　ソフトバレーボ

当

ー 　ントン、ミニテニ

課

ス、　　
　ウォーク、

ス

ソフトバレー 　ウォー

ポ

ク、ソフトバレー　 　

ー

ル、ミニテニス、ディ

ツ

ス　 　ソフトバレーボ

課

ール、　　
　ボール、

款

ミニテニス、　　 　ボ

項

ール、ミニテニス、　

目

　 　ゲッター、ボッチ

担

ャ等 　ボッチャ等
　ボ

当

ッチャ等 　ボッチャ等

係

・ノルディック・ウォ

普

ークス ・ノルディック

及

・ウォークス
・ノルデ

係

ィック・ウォーク　 ・

1

ノルディック・ウォー

0

クス 　テーションの開

6

催　10回 　テーショ

2

ンの開催（月1回）
　ステーションの開催　



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　スポーツをしてい

令

ない市民がスポーツ活

和

動に参加できる
・法的

６

業務
高い

機会の拡大を

年

図るために必要な事業

度

である。
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要
・市

令

民生活上必要である　

和

など

　地域スポーツの

５

推進役であるスポーツ

年

推進委員による「
・コ

度

ストの節減、費用対効

評

果
普通

スポーツふれあ

価

いｄａｙ」等を開催し

）

、市民が継続してス
効

刈

率性 ・執行体制の効率

谷

性 ポーツに取組むよう

市

努めている。
・手段の

事

最適性　など

　市民が

務

スポーツに興味・関心

事

を持ち、スポーツ活動

業

に参
・市が主体となっ

評

て実施する
普通

加でき

価

るようにすることは、

シ

市が主体的に取り組む

ー

べき事
妥当性 　べき事

ト

業であるか 業である。

（

・総合計画との整合性

様

　など

　世代や性別に

式

関係なく、だれもが取

２

組むことができるニ

施

）

策への ・施策への貢献

会

度
普通

ュースポーツの

計

普及に取り組むことで

名

、施策の推進に貢献
・

担

目標達成度 している。

当

貢献度 ・市民サービス

部

への効果　など

今後の

教

方向性 □拡充　■現状

育

維持　□改善・効率化

部

　□縮小　□終期設定

一

　□休止・廃止

　全て

般

の市民にとってスポー

会

ツは、健康の維持増進

計

、体力向上、生きがい

ニ

の創出など、心身とも

ュ

に健康を維持するう
え

ー

で重要な役割を果たし

ス

ている。
　だれでも、

ポ

いつでも、どこでも、

ー

いつまでもスポーツ活

ツ

動に取り組むことがで

普

きるよう、さまざまな

及

プログラムの
充実を図

事

り、スポーツ活動に参

業

加できる機会の拡大を

担

図っていく。

当課 スポ

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

ー

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

ツ

価
　
∨

課

款 項 目 担当係 普及係

10 6 2



0

法を検討することで、

6

コロナ禍以来4年ぶり

2

に従来規模で大会を開催することができ、市民の体力づくりと健康増進、

スポーツの振興を図ることができた。

　参加者の安全面を第一に配慮した企画運営を実施し、引き続き参加者数に対応したコース変更の検討が必要である。ま

た、本市の特色をさらに生かし、参加者のニーズにあった本大会の方向性の検討が必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 参加者数（人） 381 1,285 1,591 2,000 2,000
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。（知立市・安城市・岡崎市・東浦町
他市との ・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,031 2,249 2,248 2,297 合計 2,247,700 円
役務費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 447,700 円
負担金、補助及び

一般財源 4,031 2,249 2,248 2,297 交付金 1,784,000 円

職員人件費　② 5,148 5,120 5,218 5,272

総事業費（①＋②）

Ｄ

9,179 7,369

　

7,466 7,569

　

建
設
事
業

全体事業費（

　

単位：千円） 0 ５年度

Ｏ

特定財源名称

５年度ま

　

での累積事業費 0

７年

　

度以降の事業費見込 0

∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 スポーツ
施

和

策体系
施策の内容 スポ

５

ーツ活動プログラムの

年

充実

目
　
　
　
的

　マラ

度

ソン競技者の拡大及び

評

市民のスポーツ

主
た
る

価

内
容

　年齢別男女別の

）

1.5㎞、3㎞、10

刈

㎞のマラソ
競技の参加

谷

意欲の増進を図り、体

市

力づくりと ンコースと

事

誰でも気軽に参加でき

務

るジョギン
健康増進、

事

生涯スポーツの振興を

業

図る。 グコースを設定

評

し市民マラソン大会を

価

開催す
る。

位
置
づ
け

関

シ

連計画 第3次刈谷市ス

ー

ポーツマスタープラン

ト

 

根拠法令  

対象者  

（

対象者を限定せず 事業

様

期間 昭和４８年度 ～

実

式

施方法 □直営　□委託

１

　□指定管理　■補助

）

・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

３

一

年度実績 ４年度実績 ５

般

年度実績 ６年度計画

・

会

開催方式をオンライン

計

マラ 参加者数計　1,

か

285人 参加者数計　

き

1,591人 参加見込

つ

者数　2,000人
　

ば

ソンに変更して開催し

た

た。 ・1.5㎞（小学

マ

生）　　　92人・1

ラ

.5㎞（小学生）　　

ソ

　97人1.5㎞、3

ン

㎞、10㎞コースを男

大

　参加者数　381人

会

・3㎞（中学生）　　

開

　　52人・3㎞（中

催

学生）　　　　34人

事

女別、年齢別の計9部

業

門で開催
・70周年プ

担

ラス1記念イベント・

当

3㎞（ジョギング）　

課

 211人・3㎞（ジ

ス

ョギング）　 347

ポ

人する。
　として、ゲ

ー

ストによるトー ・10

ツ

㎞（一般）　　　　9

課

30人・10㎞（一般

款

）　　　1,113人

項

　クショー、ランニン

目

グクリ
　ニックを開催

担

した。
　参加者数 　

当

87人

　ウェーブスタ

係

ジアムの改修工事の影

指

響でコース等の見直し

導

の必要があったが、関

係

連団体と協議を行いな

1

がら安全な開催

成果
方



6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　一市民一

令

スポーツの振興を図る

和

ため、幅広い年代の市

６

民
・法的業務

高い
が気

年

軽に参加できる事業と

度

して必要である。
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

令

需要
・市民生活上必要

和

である　など

　かきつ

５

ばたマラソン大会実行

年

委員会へ事業補助金を

度

交付
・コストの節減、

評

費用対効果
普通

するこ

価

とにより、事務の効率

）

化を図る。
効率性 ・執

刈

行体制の効率性
・手段

谷

の最適性　など

　第8

市

次刈谷市総合計画では

事

、スポーツ活動プログ

務

ラムの充
・市が主体と

事

なって実施する
普通

実

業

として、市民がスポー

評

ツ活動に参加できる機

価

会の提供を
妥当性 　べ

シ

き事業であるか 掲げて

ー

おり、計画推進に必要

ト

な事業であると考えら

（

れる。
・総合計画との

様

整合性　など

　多くの

式

市民がスポーツに親し

２

み、スポーツ活動に参

）

加で

施策への ・施策へ

会

の貢献度
高い

きる機会

計

を提供する環境づくり

名

において、貢献してい

担

る。
・目標達成度

貢献

当

度 ・市民サービスへの

部

効果　など

今後の方向

教

性 □拡充　■現状維持

育

　□改善・効率化　□

部

縮小　□終期設定　□

一

休止・廃止

　市民が生

般

活の中でスポーツに興

会

味や関心を持つため、

計

スポーツに参加できる

か

機会を設けることで、

き

気軽にスポーツ
をはじ

つ

めるきっかけづくりや

ば

体力の向上及び健康増

た

進を図る。
　また、市

マ

民がスポーツ活動をす

ラ

る形態として、自分一

ソ

人や、家族、友人など

ン

個人やごく身近な人と

大

の少数での活動
が多く

会

なっている現状の受け

開

皿として、市民ニーズ

催

に即した事業の推進を

事

図る。
　

業
担当

Ｃ

課

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

ス

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

ポ

∨

ーツ課

款 項 目 担当係 指導係

10



ラ

10 6

Ｃ
　
事
　
業
　

2

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

競

３年度 ４年度 ５年度 ６

技

年度 ５年度

（決算） （

大

決算） （決算） （予算

会

） 事業費内訳

事業費　

推

① 0 26 816 680

進

合計 816,452 

係

円
旅費 128,805 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 16,110 円
負担金、補助及び

一般財源 0 26 816 680 交付金 671,537 円

職員人件費　② 0 4,894 5,371 11,242

総事業費（①＋②） 0 4,920 6,187 11,922

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

度

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

（

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

令

総合計画
分野 教育文化

和

基本施策 スポーツ
施策

５

体系
施策の内容 スポー

年

ツを通じたまちづくり

度

目
　
　
　
的

　2026

評

年に愛知県で開催が決

価

定しているアジ

主
た
る

）

内
容

  アジア競技大

刈

会の啓発活動を行う。

谷

ア競技大会の一部競技

市

を本市に誘致し、アジ

事

〇開催日　　令和8年

務

9月19日～10月4

事

日
ア最大級のスポーツ

業

イベントを盛り上げる

評

と 〇プレ大会　令和7

価

年度開催予定
ともに、

シ

本市のスポーツ振興を

ー

図る。

位
置
づ
け

関連計

ト

画 第3次刈谷市スポー

（

ツマスタープラン

根拠

様

法令

対象者 市民、競技

式

団体 事業期間 令和４年

１

度 ～

実施方法 ■直営　

）

□委託　□指定管理　

会

□補助・助成　□その

計

他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実

般

　
績

３年度実績 ４年度

会

実績 ５年度実績 ６年度

計

計画

　 ・アジア競技大

ア

会ＰＲ活動実 ・アジア

ジ

競技大会ＰＲ活動実 ・

ア

アジア競技大会ＰＲ活

競

動実
　 　施　2回 　施

技

　3回 　施　4回
　 ・

大

第19回アジア競技大

会

会（杭 ・実行委員会の

開

立ち上げ
　 　州）視察

催

　　　―――――――

事

　スポーツフェスタ、

業

刈谷わんさか祭り、Ｗ

担

リーグといったイベン

当

トにおいて、アジア最

課

大級の競技大会が開催

ス

されるこ

成果
とを多く

ポ

の市民に対して周知す

ー

ることができた。

・ア

ツ

ジア競技大会開催に向

課

けた機運醸成のための

款

ブース出展以外の周知

項

方法を含めた各種事業

目

の検討及び準備

課題

指

担

標名称（単位）
実績値

当

目標値

３年度 ４年度 ５

係

年度 ６年度 ８年度

活動

ア

アジア競技大会ＰＲ活

ジ

動（回） ― 2 3 4 5
指

ア

標
活動
指標

他市との
比

・

較検証

アジアパ



10 6 2 競技大会推進係

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評

令

価の理由

　アジア最大

和

級のスポーツの祭典の

６

一部競技を本市で開催

年

・法的業務
高い

するこ

度

とで、市民が高いレベ

（

ルの競技に触れること

令

ができ
必要性 ・市民ニ

和

ーズ、社会需要 、本市

５

における更なるスポー

年

ツ振興を図ることがで

度

きる。
・市民生活上必

評

要である　など

　アジ

価

ア競技大会の開催に合

）

わせて、県及び組織委

刈

員会と
・コストの節減

谷

、費用対効果
普通

連携

市

して取り組むことで、

事

効果的にスポーツを通

務

じたまち
効率性 ・執行

事

体制の効率性 づくりを

業

推進することができる

評

。
・手段の最適性　な

価

ど

　アジア競技大会の

シ

開催を、スポーツ振興

ー

や市民交流、地
・市が

ト

主体となって実施する

（

高い
域活性化などによ

様

り、スポーツを通じた

式

まちづくりの推進
妥当

２

性 　べき事業であるか

）

につなげるため、市が

会

主体となって実施すべ

計

き事業である
・総合計

名

画との整合性　など 。

担

　第3次スポーツマス

当

タープランに掲げる「

部

みるスポーツ」

施策へ

教

の ・施策への貢献度
高

育

い
の推進を図る上で、

部

スポーツを通して市民

一

に夢や希望を与
・目標

般

達成度 えることができ

会

るなど、貢献度の高い

計

事業である。
貢献度 ・

ア

市民サービスへの効果

ジ

　など

今後の方向性 ■

ア

拡充　□現状維持　□

競

改善・効率化　□縮小

技

　□終期設定　□休止

大

・廃止

　第3次スポー

会

ツマスタープランに掲

開

げるスポーツを始める

催

きっかけづくりの実現

事

に向けた施策の一つで

業

ある「みるス
ポーツ」

担

等を推進するため、今

当

後も事業の拡大を図る

課

ことで、アジア競技大

ス

会開催に向けた機運を

ポ

醸成していき、ス
ポー

ー

ツを通じたまちづくり

ツ

を推進していく。

課

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

担

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

当

評
　
価
　
∨

係 アジア・アジアパラ



1

講習会の開催　　　　

0

  1回　講習会の開

6

催　　　　  1回　

2

講習会の開催　　　　  1回
・刈谷市総合型地域スポーツ
　クラブ活動支援金の交付
　　　　　　　1クラブ20万円

　研究会の開催によるクラブ間の定期的な情報共有や意見交換、研究会での協議を基にした講習会やバドミントン交流会

成果
等の開催などにより、各クラブの活動の充実やクラブスタッフの資質の向上等を図ることができた。

　会員の確保、活動拠点の確保、安定的な財源の確保、運営スタッフの充実、組織力の強化等、各クラブの自立及び経営

の安定化に向けた新たな支援の検討
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

成果 総合型地域スポーツクラブ加入者数 1,566 1,639 1,663 1,800 2,000
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　岡崎市3クラブ、豊田市13クラブ、碧南市1クラブ、安城市2クラブ、西尾市4クラブ、みよし市3クラブ、
比較検証 知立市1クラブ、高浜市2クラブ、幸田町2クラブ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,450 250 250 250 合計 250,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特

Ｄ

定財源 0 0 0 0

一般財

　

源 1,450 250 2

　

50 250

職員人件費

　

　② 2,650 2,6

Ｏ

35 2,686 2,7

　

14

総事業費（①＋②

　

） 4,100 2,88

∧

5 2,936 2,96

　

4

建
設
事
業

全体事業費

　

（単位：千円） 0 ５年

実

度特定財源名称

５年度

　

までの累積事業費 0

７

　

年度以降の事業費見込

施

0

　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 スポーツ

和

施策体系
施策の内容 ク

５

ラブ・団体の育成

目
　

年

　
　
的

　地域のスポー

度

ツ振興のみならず、ス

評

ポーツ

主
た
る
内
容

〇各

価

クラブの自立に向けた

）

調査研究（刈谷市
を通

刈

じた地域コミュニティ

谷

の形成、青少年育 　総

市

合型地域スポーツクラ

事

ブ研究会の開催）
成、

務

高齢者や障害のある人

事

の社会参画の場と
して

業

の効果を期待する総合

評

型地域スポーツク
ラブ

価

の育成を図る。

位
置
づ

シ

け

関連計画 スポーツ基

ー

本計画（国）、第3次

ト

刈谷市スポーツマスタ

（

ープラン

根拠法令 スポ

様

ーツ基本法

対象者 市民

式

事業期間 平成１６年度

１

～

実施方法 □直営　■

）

委託　□指定管理　□

会

補助・助成　□その他

計名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

般

績

３年度実績 ４年度実

会

績 ５年度実績 ６年度計

計

画

・刈谷市総合型地域

総

スポーツ ・刈谷市総合

合

型地域スポーツ ・刈谷

型

市総合型地域スポーツ

地

・刈谷市総合型地域ス

域

ポーツ
　クラブ研究会

ス

　クラブ研究会 　クラ

ポ

ブ研究会 　クラブ研究

ー

会
　研究会開催回数　

ツ

　　  6回　研究会

ク

開催回数　　　  6

ラ

回　研究会開催回数　

ブ

　　  6回　研究会

育

開催回数　　　  6

成

回
　バドミントン交流

事

会の開催 　バドミント

業

ン交流会の開催 　バド

担

ミントン交流会の開催

当

　バドミントン交流会

課

の開催
　  　　　　

ス

　　　　　　1回　 

ポ

  　　　　　　　　

ー

   1回　   　

ツ

　　　　　　　   

課

1回　   　　　　

款

　　　　   1回
　

項

卓球交流会の開催　 

目

　中止　卓球交流会の

担

開催  　  1回　

当

卓球交流会の開催  

係

　  1回　卓球交流

普

会の開催  　  1

及

回
　講習会の開催  

係

    　  1回　



0

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　総合型

令

地域スポーツクラブに

和

は、実施種目や世代の

６

多様
・法的業務

高い
性

年

などの特性から、スポ

度

ーツ振興のみならず、

（

地域コミュ
必要性 ・市

令

民ニーズ、社会需要 ニ

和

ティの形成や青少年の

５

健全育成、高齢者等の

年

社会参画の
・市民生活

度

上必要である　など 場

評

の提供などの役割が期

価

待できるため、クラブ

）

の育成を支
援していく

刈

必要性は高い。
　自主

谷

財源により継続的に運

市

営できるよう執行体制

事

、運営
・コストの節減

務

、費用対効果
普通

方法

事

や活動内容を整理し、

業

会員を確保できるよう

評

一層の啓
効率性 ・執行

価

体制の効率性 発活動と

シ

活動内容の充実を図る

ー

ためには、クラブの育

ト

成を
・手段の最適性　

（

など 支援していくこと

様

が有効である。

　地域

式

住民が主体的な運営が

２

できるようにするため

）

には、
・市が主体とな

会

って実施する
高い

市が

計

クラブの育成支援に取

名

り組むことが必要であ

担

る。
妥当性 　べき事業

当

であるか
・総合計画と

部

の整合性　など

　第3

教

次刈谷市スポーツマス

育

タープランの施策とし

部

て推進を

施策への ・施

一

策への貢献度
高い

図っ

般

ており、活動の充実や

会

スタッフの資質の向上

計

等、市内
・目標達成度

総

各クラブの育成に貢献

合

している。また、中学

型

校区ごとに設
貢献度 ・

地

市民サービスへの効果

域

　など 立された各クラ

ス

ブは、住民が気軽にス

ポ

ポーツ活動等に参加
で

ー

きる場としての役割を

ツ

果たすことができてい

ク

る。

今後の方向性 □拡

ラ

充　■現状維持　□改

ブ

善・効率化　□縮小　

育

□終期設定　□休止・

成

廃止

　運営補助金の交

事

付については、削減計

業

画に基づき削減をすす

担

めてきた結果として2

当

9年度末をもって終了

課

となったが
、クラブ運

ス

営の基本である自主・

ポ

自立に向け、引き続き

ー

定期的な研究会の開催

ツ

により、各クラブ間の

課

情報共有や意見
交換、

款

アドバイザーからの助

項

言聴取等を図るととも

目

に、各クラブの運営の

担

安定化に向けた財源確

当

保策等の検討を進め
て

係

いく。

普及係

Ｃ
 

1

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　



係

強化した上で維持管理

1

計画を検討する必

要が

0

ある。
課題

指標名称（

6

単位）
実績値 目標値

３

3

年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

成果 利用者満足度（％） 88.0 91.0 88.0 95.0 95.0
指標

 
指標

公認陸上競技場　第1種　名古屋市
他市との 　　　　　　　　第2種　豊田市、知多市
比較検証 　　　　　　　　第3種　名古屋市、豊橋市、豊川市、一宮市、半田市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,148 14,556 456,899 1,037,500 合計 456,899,300 円
委託料 12,628,000 円

財
　
源

特定財源 0 2,456 376,762 960,000 工事請負費 442,260,500 円
備品購入費 2,010,800 円

一般財源 6,148 12,100 80,137 77,500

職員人件費　② 1,893 1,882 1,918 4,264

総事業費（①＋②） 8,041 16,438 458,817 1,041,764

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 アジア競技大会市町村施設改
修事業費補助金

７年度以降の事業費見込 0 前年度繰越金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

５

施設の整備・充実・開

年

放

目
　
　
　
的

　施設機

度

能を拡充することによ

評

り、市民のス

主
た
る
内

価

容

〇ウィングアリーナ

）

刈谷等の工事設計委託

刈

及
ポーツ需要への対応

谷

と健康増進を図る。 　

市

び改修工事
〇第3種公

事

認認定検定員による確

務

認検査

位
置
づ
け

関連計

事

画 第3次刈谷市スポー

業

ツマスタープラン

根拠

評

法令 スポーツ基本法

対

価

象者 施設利用者 事業期

シ

間 平成２１年度 ～

実施

ー

方法 ■直営　□委託　

ト

□指定管理　□補助・

（

助成　□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ

当

　
事
　
業
　
実
　
績

３年

部

度実績 ４年度実績 ５年

教

度実績 ６年度計画

・ウ

育

ィングアリーナ刈谷 ・

部

ウィングアリーナ刈谷

一

・ウィングアリーナ刈

般

谷 ・ウィングアリーナ

会

刈谷等
　ろ過装置修繕

計

　1階女子更衣室等空

ウ

調設備 　メインアリー

ィ

ナ等天井改修 　長期修

ン

繕計画作成業務委託
　

グ

点吊りワイヤー取替修

ア

繕 　改修工事 　工事設

リ

計業務委託 ・ウィング

ー

アリーナ刈谷
・ウェー

ナ

ブスタジアム刈谷 ・ウ

刈

ェーブスタジアム刈谷

谷

・ウェーブスタジアム

等

刈谷等 　空調設備改修

施

工事
　放送室特別室床

設

修繕 　便所等バリアフ

改

リー化改修 　バリアフ

修

リー改修工事 （Ｒ5繰

事

越分）
　誘導灯不具合

業

修繕 　工事設計業務委

担

託　　 （Ｒ4繰越分）

当

・ウィングアリーナ刈

課

谷
・グリーングラウン

ス

ド刈谷 　メインアリー

ポ

ナ等天井改修
　人工芝

ー

改修工事 　工事
・ウェ

ツ

ーブスタジアム刈谷 ・

課

ウェーブスタジアム刈

款

谷
　改修工事 　空調設

項

備改修工事
　施設整備

目

により利用者の安全性

担

や利便性の向上を図っ

当

た。

成果

　今後、施設

係

の老朽化により予期し

業

ない修繕等も考えられ

務

るため、日頃の点検を



10 6 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民

令

が利用できる施設の拡

和

充に必要な事業である

６

。
・法的業務

高い必要

年

性 ・市民ニーズ、社会

度

需要
・市民生活上必要

（

である　など

　計画的

令

な経費の執行が必要で

和

ある。
・コストの節減

５

、費用対効果
普通効率

年

性 ・執行体制の効率性

度

・手段の最適性　など

評

　市民がスポーツ活動

価

に参加しやすい環境づ

）

くりを推進す
・市が主

刈

体となって実施する
高

谷

い
る事業であり、市の

市

主体的な関与が必要で

事

ある。
妥当性 　べき事

務

業であるか
・総合計画

事

との整合性　など

　ス

業

ポーツ施設の計画的な

評

整備に寄与している。

価

施策への ・施策への貢

シ

献度
高い・目標達成度

ー

貢献度 ・市民サービス

ト

への効果　など

今後の

（

方向性 □拡充　■現状

様

維持　□改善・効率化

式

　□縮小　□終期設定

２

　□休止・廃止

　施設

）

が存続する限り計画的

会

な施設整備（公認工事

計

への対応、国際大会向

名

けの整備計画）が必要

担

である。

当部 教

Ｃ

育

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

部

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

一

∨

般会計
ウィングアリーナ刈谷等施設改修事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係



務係

1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

0

ト

単位：千円
３年度 ４

6

年度 ５年度 ６年度 ５年

3

度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 14,190 51,223 288,490 合計 51,223,000 円
委託料 3,223,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 72,000 工事請負費 48,000,000 円

一般財源 0 14,190 51,223 216,490

職員人件費　② 0 753 1,535 1,551

総事業費（①＋②） 0 14,943 52,758 290,041

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

令

教育文化

基本施策 スポ

和

ーツ
施策体系

施策の内

５

容 施設の整備・充実・

年

開放

目
　
　
　
的

　逢妻

度

川河川敷にサッカー場

評

や多目的広場等

主
た
る

価

内
容

〇逢妻川河川敷に

）

サッカー場や多目的広

刈

場等
のスポーツ施設を

谷

整備することにより、

市

市民 　のスポーツ施設

事

を整備する。
のスポー

務

ツ需要への対応と健康

事

増進を図る。

位
置
づ
け

業

関連計画 第3次スポー

評

ツマスタープラン

根拠

価

法令 スポーツ基本法

対

シ

象者 施設利用者 事業期

ー

間 平成２０年度 ～

実施

ト

方法 ■直営　□委託　

（

□指定管理　□補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

３年

教

度実績 ４年度実績 ５年

育

度実績 ６年度計画

　 ・

部

（仮称）逢妻川河川敷

一

運動 ・（仮称）逢妻川

般

河川敷運動 ・（仮称）

会

逢妻川河川敷運動
　 　

計

広場実施設計業務委託

（

　広場整備工事 　広場

仮

トイレ整備工事設計業

称

　 ・（仮称）逢妻川河

）

川敷運動 　務委託（既

逢

存亀城公園運動
　 　広

妻

場トイレ整備工事設計

川

業 　広場分）
　　　―

河

―――――― 　務委託

川

（Ｒ5繰越分含む）
・

敷

（仮称）逢妻川河川敷

運

運動
　広場整備工事

（

動

仮称）逢妻川河川敷運

広

動広場の整備工事を行

場

った。

成果
（仮称）逢

整

妻川河川敷運動広場ト

備

イレの整備のための実

事

施設計を行った。

課題

業

指標名称（単位）
実績

担

値 目標値

３年度 ４年度

当

５年度 ６年度 ８年度

成

課

果 実施設計進捗率（％

ス

） ― 100.0 ― ― ―

ポ

指標
成果 整備工事進捗

ー

率（％） ― ― 13.8

ツ

100.0 ―
指標

近隣

課

市町村には事例がない

款

。
他市との
比較検証

項 目 担当係 業



係

10 6 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市

令

内にあるスポーツ施設

和

は常に利用率が高く、

６

新たな施
・法的業務

高

年

い
設整備は必要性が高

度

い。
必要性 ・市民ニー

（

ズ、社会需要
・市民生

令

活上必要である　など

和

　調整池を活用するこ

５

とで広大な敷地を有効

年

に活用できる
・コスト

度

の節減、費用対効果
普

評

通効率性 ・執行体制の

価

効率性
・手段の最適性

）

　など

　亀城公園周辺

刈

に集まるスポーツ施設

谷

は古くから親しまれ
・

市

市が主体となって実施

事

する
普通

る第2のスポ

務

ーツ施設であり、施設

事

の拡充には妥当性があ

業

る
妥当性 　べき事業で

評

あるか
・総合計画との

価

整合性　など

　市民が

シ

安心・安全で気軽に行

ー

えるスポーツ環境を充

ト

実し

施策への ・施策へ

（

の貢献度
高い

ていくこ

様

とに貢献している。
・

式

目標達成度
貢献度 ・市

２

民サービスへの効果　

）

など

今後の方向性 □拡

会

充　■現状維持　□改

計

善・効率化　□縮小　

名

□終期設定　□休止・

担

廃止

関係機関との調整

当

しながら利用者にとっ

部

て利便性の高い施設の

教

整備を進める。

育部

一般

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

会

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

計

　
価
　
∨

（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務



① 37,780 41,637 41,491 41,901 合計 41,491,430 円
需用費 546,515 円

財
　
源

特定財源 2,254 1,074 1,485 940 委託料 40,777,530 円
使用料及び賃借料 167,385 円

一般財源 35,526 40,563 40,006 40,961

職員人件費　② 2,044 2,259 1,151 1,163

総事業費（①＋②） 39,824 43,896 42,642 43,064

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市基盤

基本施

令

策 公園緑地･緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

５

管理・運営

目
　
　
　
的

年

　公園内の施設の維持

度

管理を指定管理者に行

評

主
た
る
内
容

〇総合運動

価

公園の施設及び樹木等

）

の管理運営
わせること

刈

により、利用者の安全

谷

性の確保と
快適性の維

市

持を図る。

位
置
づ
け

関

事

連計画

根拠法令 都市公

務

園法、刈谷市都市公園

事

条例

対象者 公園利用者

業

事業期間 平成２９年度

評

～

実施方法 □直営　□

価

委託　■指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

３年度実績 ４年度実

担

績 ５年度実績 ６年度計

当

画

指定管理者による一

部

体的な管 指定管理者に

教

よる一体的な管 指定管

育

理者による一体的な管

部

指定管理者による一体

一

的な管
理運営をするこ

般

とができた。 理運営を

会

することができた。 理

計

運営をすることができ

総

た。 理運営を行う。

　

合

都市公園内にある体育

運

施設と一体的に指定管

動

理者が管理することに

公

より、利用者への対応

園

などをスムーズに行う

管

ことが

成果
できた。

　

理

総合運動公園内の迷惑

運

駐車への対応として、

営

指定管理者と連携した

事

対策が必要である。

課

業

題

指標名称（単位）
実

担

績値 目標値

３年度 ４年

当

度 ５年度 ６年度 ８年度

課

成果 公園や緑地が充実

ス

していると思う市民の

ポ

割合（％） ― 77.3

ー

― 77.8 78.9
指

ツ

標
活動
指標

他市との
比

課

較検証

款 項 目 担当係 業務

Ｃ
　
事
　
業
　

係

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

8

３年度 ４年度 ５年度 ６

4

年度 ５年度

（決算） （

5

決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　



係

人数（人） 1,673

1

1,647 1,311

0

1,350 1,500

6

指標
 

指標
【他市レク

2

リエーション協会加盟状況】
他市との 名古屋市、豊橋市、一宮市、碧南市、西尾市、日進市、岩倉市、豊明市、北名古屋市、清須市、長久手市、
比較検証 あま市、弥富市、犬山市、小牧市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,247 2,500 3,000 4,150 合計 3,000,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 3,000,000 円

一般財源 2,247 2,500 3,000 4,150

職員人件費　② 5,148 5,270 5,218 5,272

総事業費（①＋②） 7,395 7,770 8,218 9,422

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

５

クラブ・団体の育成

目

年

　
　
　
的

　刈谷市レク

度

リエーション協会に対

評

し補助を

主
た
る
内
容

　

価

市内のスポーツ・レク

）

リエーション団体を
行

刈

い、市民の健康と文化

谷

の向上並びに健全な 束

市

ね、各団体の指導育成

事

、各種大会の開催及
ス

務

ポーツ・レクリエーシ

事

ョン活動の実施、普 び

業

指導者養成などの事業

評

を実施する。
及を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 第

シ

3次刈谷市スポーツマ

ー

スタープラン

根拠法令

ト

 

対象者 刈谷市レクリ

（

エーション協会加盟団

様

体 事業期間 昭和２２年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

□委託　□指定管理　

）

■補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

一

　
績

３年度実績 ４年度

般

実績 ５年度実績 ６年度

会

計画

・協会主催事業の

計

実施 ・刈谷市民盆おど

刈

り大会をは ・刈谷市民

谷

盆おどり大会をは ・刈

市

谷市民盆おどり大会を

レ

は
・加盟団体委託事業

ク

の実施 　じめとする協

リ

会主催事業の 　じめと

エ

する協会主催事業の 　

ー

じめとする協会主催事

シ

業の
　実施 　実施 　実

ョ

施
・加盟団体委託事業

ン

の実施 ・加盟団体委託

協

事業の実施 ・加盟団体

会

委託事業の実施

　市民

補

の健康と文化向上を図

助

るため、各種スポーツ

事

・レクリエーション活

業

動を実施するとともに

担

、加盟団体の支援・育

当

成

成果
に努め、更なる

課

生涯学習活動の振興が

ス

図られた。

　市内のス

ポ

ポーツ・レクリエーシ

ー

ョンの更なる普及・振

ツ

興を図るため、協会所

課

属団体が主体性を持っ

款

て継続的、組織的に

活

項

動できる仕組みと次代

目

を担うレクリエーショ

担

ンリーダーの養成が必

当

要である。
課題

指標名

係

称（単位）
実績値 目標

指

値

３年度 ４年度 ５年度

導

６年度 ８年度

活動 加盟



との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 18,570 20,035 19,974 25,511 合計 19,974,070 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 19,974,070 円

一般財源 18,570 20,035 19,974 25,511

職員人件費　② 1,211 1,205 1,228 1,241

総事業費（①＋②） 19,781 21,240 21,202 26,752

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

６

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

５

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

　トップリーグをはじ

度

めとする全国大会等を

評

主
た
る
内
容

○トップリ

価

ーグをはじめとする全

）

国大会等の
開催するこ

刈

とにより、競技者の拡

谷

大、競技団 運営補助
体

市

の強化を図ると共に、

事

観戦機会を提供し、
市

務

民のスポーツ振興を図

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

第3次刈谷市スポーツ

評

マスタープラン

根拠法

価

令  

対象者 刈谷市スポ

シ

ーツ協会に関連する競

ー

技団体 事業期間 ～

実施

ト

方法 □直営　□委託　

（

□指定管理　■補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

３年

教

度実績 ４年度実績 ５年

育

度実績 ６年度計画

日本

部

女子ソフトボールリー

一

グ ニトリＪＤリーグを

般

始めとす ニトリＪＤリ

会

ーグを始めとす ニトリ

計

ＪＤリーグを始めとす

各

を始めとする11の大

種

会に補助 る18の大会

大

に補助金を交付し る1

会

8の大会に補助金を交

補

付し る20の大会に補

助

助金を交付す
金を交付

事

した。 た。 た。 る。

　

業

全国レベルの大会等を

担

誘致することで、市民

当

がスポーツに触れる機

課

会を創出するとともに

ス

、｢みる・ささえるス

ポ

ポーツ｣

成果
を通じて

ー

、スポーツ活動に参加

ツ

できるきっかけづくり

課

を行った。また、青少

款

年がスポーツに親しみ

項

、競技力の向上や幅広

目

い交流を行う機会を支

担

援し、青少年の健全育

当

成を図った。

　みる、

係

ささえるスポーツを通

指

じて、本市の更なるス

導

ポーツ振興をはかるた

係

め、事業を充実させ、

1

全国大会や世界大会の

0

積極的な誘致を行う。

6

課題

指標名称（単位）

2

実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 補助大会数（大会） 11 18 18 20 24
指標

 
指標

 
他市



、スポーツを始めるきっかけ作りを行うことができた。

・競技団体による自主的な大会開催への移行促進

・競技者が大会に参加したくなるような効果的、効率的な啓発
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 各種大会、イベント参加者数（人） 6,510 9,388 10,206 13,000 13,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 212 387 383 404 合計 382,800 円
役務費 33,800 円

財
　
源

特定財源 92 121 97 140 委託料 349,000 円

一般財源 120 266 286 264

職員人件費　② 1,741 1,732 1,381 1,396

総事業費（①＋②） 1,953 2,119 1,764 1,800

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 大会参加料
保険料実費徴収金

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

６

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

５

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

　各種目毎に参加者相

度

互の情報交換と交流を

評

主
た
る
内
容

〇専門の知

価

識と実績を有する団体

）

等への事業
深めるとと

刈

もに、スポーツの普及

谷

振興に寄与 　委託によ

市

る各種スポーツ大会の

事

開催
する。

位
置
づ
け

関

務

連計画 第3次刈谷市ス

事

ポーツマスタープラン

業

根拠法令  

対象者 市民

評

事業期間 ～

実施方法 □

価

直営　■委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

３年度実績

担

４年度実績 ５年度実績

当

６年度計画

・スポーツ

部

大会等の開催 ・スポー

教

ツ大会等の開催 ・スポ

育

ーツ大会等の開催 ・ス

部

ポーツ大会等の開催
　

一

一万人卓球　　中止 　

般

一万人卓球　　443

会

人 　一万人卓球　 4

計

44人 　一万人卓球　

各

　ユニホッケー　中止

種

　ユニホッケー　11

大

3人 　ユニホッケー　

会

96人 　ユニホッケー

開

　ＧＯＧＯウォーキン

催

グ 　ＧＯＧＯウォーキ

事

ング 　ＧＯＧＯウォー

業

キング 　ＧＯＧＯウォ

担

ーキング
　　　　　　

当

　 232人 　　　　

課

　　　　202人 　　

ス

　　　　　 148人

ポ

　参加者　 　計23

ー

2人 　参加者　　　計

ツ

758人　 　参加者　

課

　 計688人

　市民

款

が気軽に参加できる大

項

会を開催することによ

目

り、選手間の交流が深

担

められた。また、日頃

当

のスポーツ活動の成果

係

を

成果
発揮できる場を

普

提供することにより、

及

競技力や取組み意欲の

係

向上を図ることができ

1

た。

　誰もが、いつで

0

も、どこでも、手軽に

6

始められ、継続して行

2

うことができるスポーツであるウォーキング大会を開催す

ることにより、普段スポーツに関わりの少ない市民に



） ― 15 9 10 10
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 305 283 375 合計 283,481 円
委託料 283,481 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 305 283 375

職員人件費　② 3,558 3,539 4,182 4,613

総事業費（①＋②） 3,558 3,844 4,465 4,988

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

令和６年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

度

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

（

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

令

計画
分野 教育文化

基本

和

施策 スポーツ
施策体系

５

施策の内容 スポーツ活

年

動プログラムの充実

目

度

　
　
　
的

　愛知万博メ

評

モリアル愛知県市町村

価

対抗駅伝

主
た
る
内
容

　

）

市町村駅伝大会に刈谷

刈

市チームを編成、派
競

谷

走大会に刈谷市代表選

市

手を派遣し、市民に 遣

事

する事業を実行委員会

務

に委託し、愛知万博
Ｐ

事

Ｒすることで競技の普

業

及を図るとともに刈 メ

評

モリアル愛知県市町村

価

対抗駅伝競走大会に
谷

シ

市を含めた愛知県内の

ー

市町村スポーツ振興 刈

ト

谷市として出場する。

（

に寄与する。

位
置
づ
け

様

関連計画 第3次刈谷市

式

スポーツマスタープラ

１

ン 

根拠法令  

対象者

）

選抜選手並びに実行委

会

員 事業期間 平成１８年

計

度 ～

実施方法 □直営　

名

■委託　□指定管理　

担

□補助・助成　□その

当

他

部 教育部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

３年度実績 ４年度

当

実績 ５年度実績 ６年度

課

計画

実行委員会を1回

ス

書面開催した4回の合

ポ

同練習会等を行うとと

ー

4回の合同練習会等を

ツ

行うとと4回の合同練

課

習会等を行うとと
。 も

款

に、各部門2名計18

項

名の選手もに、各部門

目

2名計18名の選手も

担

に、各部門2名計18

当

名の選手
　　　　　　

係

　　　　　中止 にて出

指

場した。 にて出場した

導

。 にて出場する。
○順

係

位　第15位 ○順位　

1

第9位 ○目標順位　1

0

0位以内入賞

　大会を

6

通じて愛知万博を次世

2

代へ継承するとともに、競技者育成、市町村相互の交流及びスポーツ振興を図ることがで

成果
きた。

　世代ごとの選手育成、選考及び発掘、陸上競技者以外へも広く大会のＰＲや広報を行う必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

成果 総合順位（位



ア

ットボール女子カナダ

パ

代表チームが事前キャ

ラ

ンプを実施した様子等

1

を、多文化交流フェス

0

タにおいて展示を行っ

6

成果
た。また、パリ2

2

024オリンピック出

競

場枠をかけ、世界最終

技

予選に臨んだバスケッ

大

トボール女子カナダ代

会

表チームへの応援

メッ

推

セージの送付やストリ

進

ートホッケー体験交流

係

会へのスポーツ推進委員の派遣を行うことで、レガシーの継承及びカナ

ダとの良好な関係を築くことができた。

　国際スポーツ大会等開催後におけるレガシー活動を効率的・効果的に継続実施する方法の検討

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ８年度

活動 国際スポーツ大会等誘致推進委員会開催回数（回） 2 0 0 0 0
指標
活動 国際スポーツ大会等開催後のレガシー活動（回） ― 3 3 2 2
指標

　
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 41,734 2 0 0 合計 0 円

財
　
源

特定財源 7,963 0 0 0

一般財源 33,771 2 0 0

職員人件費　② 17,413 9,412 4,220 0

総事業費（①＋②） 59,147 9,414 4,220 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６年

Ｐ
　
　
Ｌ
　

度

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

（

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

令

　
要

総合計画
分野 教育

和

文化

基本施策 スポーツ

５

施策体系
施策の内容 ス

年

ポーツを通じたまちづ

度

くり

目
　
　
　
的

　国際

評

スポーツ大会等を誘致

価

することで、次

主
た
る

）

内
容

○国際スポーツ大

刈

会等の招致活動の実施

谷

世代を担う青少年に夢

市

や希望を与えるととも

事

　・誘致推進委員会の

務

開催
に、スポーツとの

事

ふれあいを通じて、市

業

民が 　・関係機関や競

評

技団体への訪問等によ

価

る調
主体的にスポーツ

シ

と関わる「豊かなスポ

ー

ーツ 　　査、情報収集

ト

及びＰＲの実施
ライフ

（

の実現」に取り組む。

様

位
置
づ
け

関連計画 第3

式

次刈谷市スポーツマス

１

タープラン

根拠法令

対

）

象者 市民、競技団体 事

会

業期間 平成２８年度 ～

計

実施方法 ■直営　□委

名

託　□指定管理　□補

担

助・助成　□その他

当部 教育部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

国

３年度実績 ４年度実績

際

５年度実績 ６年度計画

ス

・誘致推進委員会の開

ポ

催　2回・東京202

ー

0オリンピック・パ ・

ツ

多文化交流フェスタに

大

おけ ・事業名「国際ス

会

ポーツ大　
・バスケッ

等

トボール女子カナ 　ラ

招

リンピック競技大会記

致

念 　るバスケットボー

事

ル女子カ 会等啓発事業

業

」に移行
　ダ代表チー

担

ム事前キャンプ 　展示

当

　ナダ代表チーム事前

課

キャン
　実施に向けた

ス

準備及び受入 ・バスケ

ポ

ットボール女子カナ 　

ー

プ実施の企画展示
　れ

ツ

　ダ代表チームへの市

課

内小中 ・バスケットボ

款

ール女子カナ
・聖火リ

項

レーの実施 　学生から

目

の応援メッセージ 　ダ

担

代表チームへの応援メ

当

ッ
　送付   セージ送

係

付
・ＧＯＧＯウォーキ

ア

ングにお ・ストリート

ジ

ホッケー体験交
　ける

ア

聖火リレールートを辿

・

　流会へのスポーツ推

ア

進委員
　るコースの設

ジ

定等 　の派遣
　バスケ



証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,053 3,745 3,785 4,485 合計 3,785,000 円
報償費 3,785,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 2,053 3,745 3,785 4,485

職員人件費　② 1,287 1,280 1,304 1,706

総事業費（①＋②） 3,340 5,025 5,089 6,191

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 スポーツ
施策体系

和

施策の内容 スポーツ活

５

動プログラムの充実

目

年

　
　
　
的

　全国大会等

度

に刈谷市から出場する

評

選手に対

主
た
る
内
容

　

価

国際大会、全国大会等

）

に出場する選手に激
し

刈

て激励金を交付するこ

谷

とにより、大会での 励

市

金を支給し大会での活

事

躍を応援する。
活躍を

務

激励するとともに、各

事

競技の技術力向
上と普

業

及振興を図る。

位
置
づ

評

け

関連計画 第3次刈谷

価

市スポーツマスタープ

シ

ラン 

根拠法令  

対象

ー

者 全国大会等出場届提

ト

出者 事業期間 ～

実施方

（

法 ■直営　□委託　□

様

指定管理　□補助・助

式

成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　

教

事
　
業
　
実
　
績

３年度

育

実績 ４年度実績 ５年度

部

実績 ６年度計画

・交付

一

人数　233人 ・交付

般

人数　499人 ・交付

会

人数　523人 ・交付

計

見込人数　575人
・

各

交付金額　2,056

種

,000円 ・交付金額

大

　3,745,000

会

円 ・交付金額　3,7

出

85,000円 ・交付

場

見込金額　4,485

選

,000円

　本市から

手

世界大会や全国大会等

激

へ出場する選手に対し

励

て、激励金を交付する

事

ことにより大会の活躍

業

を願い激励した。ま

成

担

果
た、各種大会出場選

当

手への激励並びに補助

課

を行い、スポーツ振興

ス

と競技力向上に努める

ポ

とともに、全国大会等

ー

出場選手の

把握に努め

ツ

ることができた。

　各

課

種大会に出場していて

款

も申請のない選手がい

項

ることから、各種大会

目

に出場する選手等に対

担

して当事業の制度や交

当

付基

準等について広く

係

周知していく必要があ

指

る。
課題

指標名称（単

導

位）
実績値 目標値

３年

係

度 ４年度 ５年度 ６年度

1

８年度

活動 交付人数（

0

人） 233 499 52

6

3 575 580
指標

 

2

指標
 

他市との
比較検



係

10 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 269,862 317,231 291,681 313,219 合計 291,681,353 円
需用費 84,770,734 円

財
　
源

特定財源 57,888 71,377 71,527 42,530 役務費 1,124,755 円
委託料 200,241,970 円

一般財源 211,974 245,854 220,154 270,689 使用料及び賃借料
5,543,894 円

職員人件費　② 3,407 3,012 2,302 2,326

総事業費（①＋②） 273,269 320,243 293,983 315,545

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 ウィングアリーナ刈谷等使用
料

７年度以降の事業費見込 0 行政財産目的外使用料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和６

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

５

施設の整備・充実・開

年

放

目
　
　
　
的

　ウィン

度

グアリーナ刈谷等の管

評

理及び運営を

主
た
る
内

価

容

〇体育施設の管理・

）

運営
適切に行い、市民

刈

サービスの向上を図る

谷

。 〇体育施設の利用受

市

付
〇自主事業の開催

位

事

置
づ
け

関連計画 第3次

務

刈谷市スポーツマスタ

事

ープラン

根拠法令 刈谷

業

市体育施設条例

対象者

評

施設利用者 事業期間 平

価

成１９年度 ～

実施方法

シ

■直営　□委託　■指

ー

定管理　□補助・助成

ト

　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事

担

　
業
　
実
　
績

３年度実

当

績 ４年度実績 ５年度実

部

績 ６年度計画

・指定管

教

理者による管理運営 ・

育

指定管理者による管理

部

運営 ・指定管理者によ

一

る管理運営 ・指定管理

般

者による管理運営
・ウ

会

ィングアリーナ刈谷 ・

計

ウィングアリーナ刈谷

ウ

・ウィングアリーナ刈

ィ

谷
　利用者数　237

ン

,263人 　利用者数

グ

　292,225人 　

ア

利用者数　335,5

リ

07人

　民間のノウハ

ー

ウを生かし、効率的な

ナ

管理運営や各種事業が

刈

実施できた。

成果

　指

谷

定管理者の自主事業や

等

新たな提案等を検討し

施

、さらなる施設の活用

設

を検討する必要がある

管

。

課題

指標名称（単位

理

）
実績値 目標値

３年度

事

４年度 ５年度 ６年度 ８

業

年度

活動 スポーツ教室

担

指定事業参加者数（人

当

） 4,795 6,07

課

5 6,233 6,50

ス

0 7,000
指標
成果

ポ

週1回以上スポーツを

ー

している市民の割合（

ツ

％） ― 48.1 ― 55

課

.0 57.5
指標

他市

款

の施設管理、指定管理

項

　安城市、豊田市、西

目

尾市、岡崎市、みよし

担

市
他市との 　　　　　

当

　　　直営　　　知立

係

市、碧南市、高浜市 

業

比較検証

務



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 166,840 194,051 185,788 208,822 合計 185,788,345 円
需用費 3,772,991 円

財
　
源

特定財源 25,944 34,784 35,508 29,226 役務費 344,377 円
委託料 181,670,577 円

一般財源 140,896 159,267 150,280 179,596 負担金、補助及び
交付金 400 円

職員人件費　② 3,407 3,012 2,302 2,326

総事業費（①＋②） 170,247 197,063 188,090 211,148

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

７年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

６

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 施設の整備・充

５

実・開放

目
　
　
　
的

　

年

体育館等の施設管理及

度

び運営を適切に行い

主

評

た
る
内
容

〇体育施設の

価

管理、運営
市民サービ

）

スの向上を図る。

位
置

刈

づ
け

関連計画 第3次刈

谷

谷市スポーツマスター

市

プラン

根拠法令 スポー

事

ツ基本法、刈谷市体育

務

施設条例

対象者 施設利

事

用者 事業期間 平成１９

業

年度 ～

実施方法 ■直営

評

　■委託　■指定管理

価

　□補助・助成　□そ

シ

の他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

３年度実績 ４年

名

度実績 ５年度実績 ６年

担

度計画

・指定管理者及

当

び直営による ・指定管

部

理者及び直営による 指

教

定管理者及び直営によ

育

る　 指定管理者及び直

部

営による　
　管理運営

一

　管理運営 管理運営 管

般

理運営
・刈谷市体育館

会

・刈谷市体育館 ・刈谷

計

市体育館
　利用者数　

体

131,064人 　利

育

用者数　138,23

館

1人 　利用者数　14

等

8,139人

　指定管

施

理者による管理運営に

設

より施設を安全に運営

管

することができた。

成

理

果

　指定管理範囲外の

事

施設のより円滑な管理

業

運営方法や体育館の施

担

設維持老朽化対策を検

当

討する必要がある。

課

課

題

指標名称（単位）
実

ス

績値 目標値

３年度 ４年

ポ

度 ５年度 ６年度 ８年度

ー

活動 刈谷市体育館個人

ツ

利用者数（人） 19,

課

141 19,741 2

款

2,098 23,00

項

0 30,000
指標
成

目

果 週1回以上スポーツ

担

をしている市民の割合

当

（％） ― 48.1 ― 5

係

5.0 57.5
指標

　

業

他市の状況、指定管理

務

　豊田市、西尾市、岡

係

崎市、みよし市
他市と

1

の 　　　　　　　直営

0

　　　安城市、知立市

6

、碧南市、高浜市
比較

3

検証



棟（Ｓ
他市との 54、Ｓ59、Ｈ4、Ｈ5、Ｈ21)
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,800 30,758 59,074 3,700 合計 59,074,400 円
需用費 899,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 58,174,600 円

一般財源 9,800 30,758 59,074 3,700

職員人件費　② 1,893 1,882 1,918 1,938

総事業費（①＋②） 11,693 32,640 60,992 5,638

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

６

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 施設の整備・充

５

実・開放

目
　
　
　
的

　

年

体育館等の施設の円滑

度

な管理運営を図る。

主

評

た
る
内
容

〇体育館等の

価

設備の修繕、工事

位
置

）

づ
け

関連計画 第3次刈

刈

谷市スポーツマスター

谷

プラン

根拠法令 スポー

市

ツ基本法

対象者 施設利

事

用者 事業期間 平成２８

務

年度 ～

実施方法 ■直営

事

　□委託　□指定管理

業

　□補助・助成　□そ

評

の他

価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業
　

）

実
　
績

３年度実績 ４年

会

度実績 ５年度実績 ６年

計

度計画

・刈谷市体育館

名

宿直室修繕 ・刈谷球場

担

デザインサークル ・刈

当

谷市体育館屋上防水修

部

繕 ・刈谷市体育館冷温

教

水ポンプ
・刈谷市体育

育

館武道場2階ガ　　改

部

修工事 ・刈谷球場消防

一

設備改修工事 　分解修

般

繕
　ラスフィルム修繕

会

・刈谷球場内野スタン

計

ドトイ ・刈谷球場監視

体

カメラ取替工 ・刈谷市

育

体育館自動ドア修繕
・

館

双葉グラウンドコイン

等

点灯A　レ改修工事 　

施

事
　版更新工事 ・自家

設

用発電機取替工事 ・双

改

葉グラウンド防球ネッ

修

ト
・陣場調整池グラウ

事

ンドゴル ・仮設相撲場

業

倉庫改修工事 　他改修

担

工事
　フ場整備工事 （

当

Ｒ3繰越分）
・井ケ谷

課

グラウンド他シェル
　

ス

ター塗装修繕

　施設整

ポ

備により利用者の安全

ー

性や利便性を向上した

ツ

。

成果

　今後、施設の

課

老朽化により予期しな

款

い修繕等も考えられる

項

ため、日頃の点検を強

目

化した上で維持管理計

担

画を検討する必

要があ

当

る。
課題

指標名称（単

係

位）
実績値 目標値

３年

業

度 ４年度 ５年度 ６年度

務

８年度

成果 利用者満足

係

度（％） 83 83 81

1

85 85
指標

指標
体育

0

館施設　安城市2棟（

6

Ｓ54、Ｈ12）、碧

3

南市1棟（Ｈ7)、知立市1棟（Ｓ57)、高浜市1棟、西尾市5



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,472 4,527 3,852 8,652 合計 3,851,612 円
報償費 2,016,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 1,011,712 円
委託料 823,900 円

一般財源 4,472 4,527 3,852 8,652

職員人件費　② 5,678 5,647 5,755 9,304

総事業費（①＋②） 10,150 10,174 9,607 17,956

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ５年度特定財源名称

５年度までの累積事業費 0

７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

６

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 施設の整備・充実

５

・開放

目
　
　
　
的

　小

年

中学校の体育施設を地

度

域住民のスポーツ

主
た

評

る
内
容

〇管理指導員の

価

委嘱
活動へ開放し、市

）

民の健康の保持増進と

刈

体力 〇開放運営業務の

谷

委託
の向上を図る。

位

市

置
づ
け

関連計画 第3次

事

刈谷市スポーツマスタ

務

ープラン

根拠法令 刈谷

事

市立小中学校体育施設

業

のスポーツ開放に関す

評

る規則

対象者 市民 事業

価

期間 昭和５２年度 ～

実

シ

施方法 ■直営　■委託

ー

　□指定管理　□補助

ト

・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

３

当

年度実績 ４年度実績 ５

部

年度実績 ６年度計画

・

教

利用件数　9,758

育

件 ・利用件数　9,6

部

34件 ・利用件数　9

一

,945件 ・利用件数

般

　10,000件
・利

会

用人数　188,30

計

4人 ・利用人数　18

学

3,660人 ・利用人

校

数　171,738人

開

・利用人数　200,

放

000人

　多くの市民

事

にスポーツ活動の場を

務

提供することができ、

費

一市民一スポーツの推

事

進が図られたとともに

業

、市民の健康の保

成果

担

持増進と体力の向上に

当

寄与することができた

課

。また、令和6年度か

ス

らの中学校体育館等空

ポ

調料金徴収に向け料金

ー

設定や運

営に必要な規

ツ

則の改正を行った。さ

課

らに利用者の利便性向

款

上を図るため先着順予

項

約期間の延長を行った

目

。

　管理指導員の担い

担

手不足や高齢化が進ん

当

でいるため、今後の管

係

理指導員の在り方につ

業

いて検討が必要である

務

。

課題

指標名称（単位

係

）
実績値 目標値

３年度

1

４年度 ５年度 ６年度 ８

0

年度

活動  学校スポー

6

ツ開放登録人数（人）

3

8,547 8,149 7,693 8,500 9,000
指標

指標

他市との
比較検証


